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『しがぎん』スピードローン（ジャストサポート）（不動産担保型）規定 新旧対照表 

 

現行 改正後 

第６条（期限前の全額返済義務） 

１．借主について次の各号の事由が一つでも生じた場合は、借

主はこの契約による債務全額について期限の利益を失い、借

入要項記載の返済方法によらず、ただちにこの契約による債

務全額を返済するものとします。 

① 借主が返済を遅延し、当行から書面により督促しても、次の

返済日までに元利金（損害金を含む）を返済しなかったとき 

② この債務の保証提携先（または保険者）から、保証委託申

込時の悪意による虚偽申告など借主の責めに帰すべき事由に

より、保証の取消、解除をした旨の申出があったとき 

２．次の各場合には、借主は、当行からの請求によって、この契

約による債務全額について期限の利益を失い、借入要項記載

の返済方法によらず、ただちにこの契約による債務全額を返済

するものとします。 

① 借主が当行取引上の他の債務について期限の利益を失っ

たとき 

② 借主が第 10 条（代わり証書等の差し入れ）の規定に違反し

たとき 

③ 借主が支払いを停止したとき 

④ 借主が手形交換所の取引停止処分を受けたとき 

⑤ 株式会社セゾンファンデックス（以下「保証会社」といいま

す）から、この取引にかかる保証の中止または解約の申出があ

ったとき 

⑥ 借主が、暴力団員等もしくは第３条の２第１項各号のいずれ

かに該当し、もしくは第３条の２第２項各号のいずれかに該当

する行為をし、または第３条の２の規定にもとづく表明・確約に

関して虚偽の申告をしたことが判明し、借主との取引を継続す

ることが不適切である場合 

⑦ 前各号のほか、借主の信用状態に著しい変化が生じるなど

元利金（損害金を含む）の返済ができなくなる相当の事由が生

じたと客観的に認められるとき 

（追加） 

第６条（期限前の全額返済義務） 

１．借主について次の各号の事由が一つでも生じた場合は、借

主はこの契約による債務全額について期限の利益を失い、借

入要項記載の返済方法によらず、ただちにこの契約による債

務全額を返済するものとします。 

① 借主が返済を遅延し、当行から書面により督促しても、次の

返済日までに元利金（損害金を含む）を返済しなかったとき 

② この債務の保証提携先（または保険者）から、保証委託申

込時の悪意による虚偽申告など借主の責めに帰すべき事由に

より、保証の取消、解除をした旨の申出があったとき 

２．次の各場合には、借主は、当行からの請求によって、この契

約による債務全額について期限の利益を失い、借入要項記載

の返済方法によらず、ただちにこの契約による債務全額を返済

するものとします。 

① 借主が当行取引上の他の債務について期限の利益を失っ

たとき 

② 借主が第10条（代わり証書等の差し入れ）の規定に違反し

たとき 

③ 借主が支払いを停止したとき 

④ 借主が手形交換所の取引停止処分を受けたとき 

⑤ 株式会社セゾンファンデックス（以下「保証会社」といいま

す）から、この取引にかかる保証の中止または解約の申出が 

あったとき 

⑥ 借主が、暴力団員等もしくは第３条の２第１項各号のいずれ

かに該当し、もしくは第３条の２第２項各号のいずれかに該当

する行為をし、または第３条の２の規定にもとづく表明・確約に

関して虚偽の申告をしたことが判明し、借主との取引を継続す

ることが不適切である場合 

⑦ 前各号のほか、借主の信用状態に著しい変化が生じるなど

元利金（損害金を含む）の返済ができなくなる相当の事由が生

じたと客観的に認められるとき 

⑧借主が、正当な理由なく、第１５条に定める請求に応じない

場合 

以上 


